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は じ め に
2009年７月11日, 西アフリカのガーナを訪問した米国のバラク・オバ

















(1) ｢オバマの戦争｣ (2) 転換点としてのビンラディン殺害
２ リビア軍事介入と「後方からの指揮」
(1) NATOの軍事作戦 (2) ｢後方からの指揮」を巡る議論
３ アフリカにおける「テロとの戦い」
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目的として, 第一に, 民主主義制度の強化, 第二に, 経済成長や貿易, 投
資の促進, 第三に, 平和と安全保障の向上, 第四に, 機会と発展の奨励と
いった課題を挙げている。第三の平和と安全保障の向上としては,「テロ
との戦い」の重要性に言及し, 米国民や友好国の国民を守るために, アル
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(３) The White House, FACT SHEET: Power Africa, June 30, 2013,
http://www.whitehouse.gov/the-press-office/2013/06/30/fact-sheet-power-
africa (2013年８月19日アクセス)
(４) Mother Jones, September 6, 2013. (2013年11月11日アクセス)
(５) 米国のアフリカ政策としては, Jahi Issa and Salim Faraji, “The Obama
Administration : Revisiting and Reconsidering AFRICOM,” The Journal of Pan
African Studies, Vol. 2, No. 9, 2009 ; J. Peter Pham, “AFRICOM from Bush to
Obama,” South African Journal of International Affairs, Vol. 18, No. 1, 2011 ;
Stefan Ganzle, “AFRICOM and US Africa policy : ‘pentagonising’ foreign policy
or providing a model for joint approaches?” African Security Review, Vol. 20,
No. 1, 2011 ; Sanjeev Kumar Shrivastav, “The Obama Administration’s Africa
Policy,” Africa Trends, Vol. 1, No. 5, 2012 ; Laura R. Varhola and Thomas E.
Sheperd, “Africa and the United States : A Military Perspective,” American
Foreign Policy Interests, Vol. 35, No. 6, 2013 ; 片原栄一「米国の対アフリカ
戦略―グローバルな安全保障の視点から―」 『防衛研究所紀要』第12巻第
さて, 現在のアフリカの安全保障環境に目を移すと, 第二次オバマ政権
発足と時を同じくして, 新たな軍事紛争がサヘル (Sahel) 地域で勃発し
ていた。2013年１月, マリ北部を実効支配していたイスラム過激派勢力
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２･３合併号, 2010年を参照。

































































174(174) 法と政治 65巻 1号 (2014年 5月)
(８) オバマ政権の外交安全保障政策については, Bob Woodward, Obama’s
Wars, Simon & Schuster, 2011 ; Trevor Mccrisken, “Ten years on : Obama’s
war on terrorism in rhetoric and practice,” International Affairs, Vol. 87, No. 4,
2011 ; Daniel W. Drezner, “Does Obama have a Grand Strategy? Why We





(９) The White House, White Paper of the Interagency Policy Group’s Report on





(West Point) の陸軍士官学校で, 新たな「アフガニスタン戦略」を発表
した。演説の中でオバマは,「我々の最大の目標は, アフガニスタンとパ
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(10) Barack Obama (Speech, December 1, 2009),
http://www.whitehouse.gov/the-press-office/remarks-president-address-
nation-way-forward-afghanistan-and-pakistan (2013年２月25日アクセス)
(11) United States Department of Defense, Quadrennial Defense Review, Feb-
























(Islamabad) 近郊のアボタバード (Abbottabad) で, アルカイダの指導者
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(13) Barack Obama (Speech, May 2, 2011),
http://www.whitehouse.gov/blog/2011/05/02/osama-bin-laden-dead (2013年３
月１日アクセス)
(14) 2011年６月29日, オバマ政権は『国家対テロ戦略』を発表し, アルカ
イダの打倒に全力を注ぐと共に, 無人機や特殊部隊を重視する方針を強調
した。
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(16) The Nation, June 18, 2012. (2013年３月11日アクセス)
(17) リビア介入については, Amitai Etzioni, “The Lessons of Libya,” Mili-
tary Review, Vol. 92, No. 1, 2012 ; Ivo H. Daalder and James G. Stavridis,
リビア軍事介入の初期段階において, 米国は多国籍軍を指揮するなど,
制空権を確保する上で大きな役割を担った。だが, NATOに指揮権を移
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“NATO’s Victory in Libya,” Foreign Affairs, Vol. 91, No. 2, 2012 ; Louis Fisher,
“Military Operations in Libya : No War? No Hostilities?” Presidential Studies
Quarterly, Vol. 42, No. 1, 2012 を参照。











さて, リビア内戦は膠着したものの, NATOの支援の下, ８月21日に,
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(19) Barack Obama (Speech, March 28, 2011),
http://www.whitehouse.gov/photos-and-video/video/2011/03/28/president-
obama-s-speech-libya - transcript (2011年12月22日アクセス)
(20) 『ワシントン・ポスト』紙は, この演説をオバマ外交の特徴が最も鮮
明に示されているとして,「オバマ・ドクトリン」と称している。The
Washington Post, March 29, 2011. (2013年３月12日アクセス)｡「オバマ・
ドクトリン」については, 梅本哲也「オバマ政権の外交・安全保障政策
― 『ドクトリン』, 世界観, 権力政治―」『国際安全保障』第41巻第３号,
2013年；Fareed Zakaria, “Stop Searching for an Obama Doctrine,” The Wash-
ington Post, July 6, 2011. を参照。





































オバマ政権の成果を誇ったという。The Guardian, August 27, 2011. (2013
年３月23日アクセス)
(22) John McCain and Lindsey Graham (Statement regarding the end of the
























もあった。ジャーナリストのファリード・ザカリア (Fareed Zakaria) は,






ビル・クリントン (Bill Clinton) 政権で国家安全保障問題を担当
論
説
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(24) The Washington Post, April 29, 2011. (2013年３月24日アクセス)
(25) Fox News, September 6, 2011. (2013年３月26日アクセス)
(26) 例えば, Shadi Hamid, “Lessons of the Libya Intervention,” The Atlantic,
August 22, 2011. (2013年３月24日アクセス)；Stanley Kurtz, “Assessing
Libya,” National Review, August 22, 2011. (2013年３月24日アクセス)
(27) CNN, August 23, 2011. (2013年３月21日アクセス)。ザカリアはまた,
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オバマ政権の外交安全保障政策について,「慎重な費用対効果の計算に基
づき実施されている (中略) 戦略的な抑制という政策は適切かつ賢明であ
る」と語っている。The Washington Post, July 6, 2011. (2014年１月17日ア
クセス)
(28) Politico, August 22, 2011. (2012年11月８日アクセス)
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(30) Obama on Tonight Show with Jay Leno : Full Transcript, The Washington
Post, October 26, 2011 (2013年３月20日アクセス)。他方で, オバマ政権
は安保理決議採択に至る過程で直前まで極めて消極的であり, リーダーシッ
プを発揮していなかったという指摘もある。Colum Lynch, “The Libya de-
bate : How fair is Obama’s new claim that the U. S. led from the front?” Foreign
Policy, October 23, 2012. (2013年３月23日アクセス)
(31) ABC News, May 23, 2012. (2013年３月25日アクセス)















米アフリカ軍は, ジョージ・Wブッシュ (George W. Bush) 政権下の
2007年２月に創設され, 翌2008年に活動を開始した。新たな地域統合軍
の創設により, それまで欧州軍 (USEUCOM), 太平洋軍 (USPACOM),
中央軍 (USCENTCOM) に跨って運営されていた対アフリカ政策が一本
化されることになる。
















186(186) 法と政治 65巻 1号 (2014年 5月)
(33) Fareed Zakaria, The Post-American World, W. W. Norton & Company,
2009.
(34) Richard N. Haass, “The Age of Nonpolarity,” Foreign Affairs, Vol. 87, No.
3, 2008.
(35) AFRICOMの設置を巡っては, Gilbert L. Taguem Fah, “Dealing with
Africom: The Political Economy of Anger and Protest,” The Journal of Pan Af-





その後, AFRICOM は精力的に活動し, リビア介入でも当初, 多国籍軍を
指揮するなど, 重要な役割を担った。2013年４月からは, リビア介入を
指揮したカーター・ハム (Carter Ham) 陸軍大将に代わり, デイビット・
ロドリゲス (David Rodriguez) 陸軍大将が司令官を務めている。
AFRICOM の指揮下にある軍事施設で中心となっているのが,「アフリ
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(36) US Navy Website (Welcome to Camp Lemonnier, Djibouti),
https://www.cnic.navy.mil/regions/cnreurafswa/installations/camp_lemonnier_
djibouti.html (2013年11月５日アクセス)
(37) 米国の無人機としては, プレデター (Predator) やリーパー (Reaper),
グローバルホーク (Global Hawk) などが代表的である。
(38) アフリカにおける代表的なテロ組織としては, ソマリアの「アル・シャ
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(39) The Washington Post, October 25, 2012. (2013年11月５日アクセス)
(40) Los Angeles Times, October 20, 2013. (2013年11月９日アクセス)
(41) Alan W. Dowd, “Drone Wars : Risks and Warnings,” Parameters, Vol. 42,



























法と政治 65巻 1号 (2014年 5月) 189(189)
(42) 無人機の使用を巡る議論については, 矢野哲也「米国の無人機による
新たな軍事行動について」『防衛研究所紀要』第15巻第１号, 2012年；Mi-
chael J. Boyle, “The costs and consequences of drone warfare,” International
Affairs, Vol. 89, 2013 ; Micah Zenko, “Reforming U. S. Drone Strike Policies,”
Council on Foreign Relations, January 2013 を参照。
(43) 『産経新聞』2013年５月８日。







































190(190) 法と政治 65巻 1号 (2014年 5月)
(45) The Washington Post, October 25, 2013. (2013年11月５日アクセス)





ている。The Military com, December 18, 2012. (2013年８月７日アクセス)
本節の最後に, アフリカ地域に展開するレモニエ以外の軍事施設につい
て概観すると, AFRICOM 管轄下としては, 小規模の航空施設が複数存在
している。
(48)





toria) にも, 同じくリーパーが配備されている。また, ブルキナファソの
ワガドゥグー (Ouagadougou) には監視・偵察能力を持つU－28Aが配備
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(48) The New York Times, July 10, 2013. (2013年８月13日アクセス)
(49) The Washington Post, October 27, 2011. (2013年８月26日アクセス)
(50) Los Angeles Times, October 20, 2013. (2013年11月９日アクセス)
(51) 米軍の無人機は, イタリアの基地からもアフリカに向けて展開してい
る。Gary K. Busch, “The Logistics of The War In The Sahel,” Stability : Inter-
national Journal of Security and Development, Vol. 2, No. 2, 2013.
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(53) ソマリア介入については, Chester A. Crocker, “The Lessons of Soma-
lia : Not Everything Went Wrong,” Foreign Affairs, Vol. 74, No. 3, 1995 ; Walter
Clarke and Jeffrey Herbst, “Somalia and the Future of Humanitarian Interven-
tion,” Foreign Affairs, Vol. 75, No. 2, 1996 ; Robert G. Patman, “Disarming So-
malia : The Contrasting Fortunes of United States and Australian Peace-
keepers during United Nations Intervention, 19921993,” African Affairs, Vol.
96, 1997 ; 滝澤美佐子「人間の安全保障と国際介入―破綻国家ソマリアの
事例から―」望月克哉編『人間の安全保障の射程―アフリカにおける課題
―』IDE－JETRO, 2006年を参照。
















2013年10月５日, 米軍は, ソマリアとリビアで, 特殊部隊による対テロ







他方, トリポリでは, デルタ・フォースが, アルカイダ幹部アナ
論
説
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(55) アフリカの民主化問題の専門家であるブロンウィン・ブルトン
(Bronwyn Bruton) は, ソマリアにおける米国の目的について,「ソマリア
政府の対テロ作戦における能力の向上と, 国境および海岸線管理の強化,
民主的価値と法の支配を促進させることである」と述べている。United
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(58) ソマリアで拘束を目指した幹部は,「イクリマ (Ikrima)」との偽名を
使用しているアブドゥルカディル・モハメド・アブドゥルカディル
(Abdikadir Mohamed Abdikadir) とされている。
(59) National Journal, October 7, 2013. (2013年11月１日アクセス)
(60) The Straits Times, October 7, 2013. (2013年11月１日アクセス)
(61) The New York Times, October 28, 2013. (2013年11月１日アクセス)
(62) 2013年11月１日, 米軍は無人機攻撃により, パキスタン・タリバン運
動 (TTP) の最高指導者ハキムラ・メスード (Hakimullah Mehsud) を殺害




















27日, 米軍は, 地上に展開する部隊に対して近接航空支援 (Close Air Sup-
port) を行うフランス空軍のラファール (Rafale), およびミラージュ (Mi-
論
説
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(63) マリ軍事介入については, Isaline Bergamaschi, “French Military Inter-
vention in Mali : Inevitable, Consensual yet Insufficient,” Stability : Interna-
tional Journal of Security and Development, Vol. 2, No. 2, 2013 ; Roland Marchal,
“Military (Mis) Adventures in Mali,” African Affairs, Vol. 112, 2013 ;	
Heisbourg, “A Surprising Little War : First Lessons of Mali,” Survival, Vol. 55,
No. 2, 2013 を参照。













































196(196) 法と政治 65巻 1号 (2014年 5月)
(66) Ahram Online, January 31, 2013. (2013年８月22日アクセス)
(67) News 24, July 12, 2013. (2013年８月22日アクセス)
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(68) The New York Times, July 10, 2013. (2013年８月13日アクセス)
(69) The Washington Post, March 22, 2013. (2013年８月13日アクセス)









Reuters, December 19, 2013. (2014年１月24日アクセス)。これより以前,
2012年12月１日, フランスは, 欧州合同プロジェクトにより開発中の無人
機ニューロン ｢nEUROn｣ の飛行に成功していた。各国は, 無人機開発に
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重点をおいており, この分野では, 特に米国とイスラエルの研究・開発技
術が評価されている。France 24, April 8, 2013. (2013年８月22日アクセス)
(71) France 24, April 10, 2013. (2013年８月20日アクセス)。2014年１月の
段階で, フランス部隊はおよそ2500人がマリに駐留している。News 24,
January 17, 2014. (2014年１月18日アクセス)
(72) James Joyner, “Obama Doctrine, Reagan Doctrine,” National Interest,
January 18, 2013. (2013年３月29日アクセス)。
(73) これに関連して, 米国のベン・ローズ (Ben Rhodes) 大統領副補佐
官 (国家安全保障問題担当) は,「米アフリカ司令部は, 幾つかのアフリ
カ諸国の重要なパートナーとなっている。(中略) マリやソマリアなどに
関する米国の軍事支援はすべて, アフリカ諸国自身が指揮しているものに





選投票が行われ, イブラヒム・ブバカル・ケイタ (Ibrahim Boubacar
Keita) 元首相が, スマイラ・シセ (Soumaila Cisse) 元財務相を破って当
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(74) Department of State, Fact Sheet : U. S. Relations With Mali, April 30, 2013,
http://www.state.gov/r/pa/ei/bgn/2828.htm (2013年８月21日アクセス)
(75) Rolling Stone, August 16, 2013. (2013年８月21日アクセス)
(76) The Star, August 21, 2013. (2013年８月22日アクセス)
(77) Associated Press, September 6, 2013. (2013年11月12日アクセス)
ド大統領が出席し, 米国からもマリ駐留アメリカ大使マリー・ベス・レオ
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(78) 2013年12月15日, マリでは, ８月の大統領選挙に続いて, 国民議会選
挙の決選投票も行われた。




る背景を論じている。The Times Herald, January 21, 2014. (2014年１月30
日アクセス)
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(81) フランスは中央アフリカの治安回復のため, 1600人の兵力を動員した。
(82) U. S. Air Force Website, (Airmen support peacekeeping efforts in Central












仏両国の連携を強化することが確認されている。U. S. Department of De-
fense Website, (Hagel, French Counterpart Discuss Mutual Interests, Chal-
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Military participation under the Obama Administration
Kentaro YAMAMOTO
Introduction
1 Antiterror Policy of Obama Administration
(1) “Obama’s war”
(2) Bin Laden’s death as a turning point
2 Libya Military Intervention and “Leading from behind”
(1) Military operation of NATO
(2) Argument involving “Leading from behind”
3 “War on terror” in Africa
(1) AFRICOM and Deployment of unmanned aerial vehicle
(2) Antiterrorist operation in Somalia
(3) Logistic support in Mali
Conclusion
It focuses on the military policy of the Obama Administration, involving the
counterterrorism, Africa.
In the case of consideration, the presence of the U. S. which expands in Af-
rica in recent years is examined paying attention to deployment of an un-
manned aerial vehicle, AFRICOM.
After surveying the antiterrorist operation in Afghanistan as an example, the
form of the participation of the U. S. involving Libya, Somalia, and Mali which
resulted in military intervention of the West or African countries is analyzed.
Although Afghanistan is areas other than Africa which this paper observes,
since it is indispensable when you understand the military policy of the pre-
sent government, analysis of the antiterrorist operation called “Obama’s war”
is added to examination.
I would like to discuss the special feature of the policy toward Africa of the
Obama Administration through the above comprehensive considerations.
